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Abstract
Last year, “medical care at the time of earthquake disaster and the investigation regarding 
health problem” were executed in Yagiyama. As a result, because extinction of the life line and 
inferior environment continues long, it becomes the sickness, you knew that insecurity and stress 
appear. Management of the chronic disease is difficult, other things and many problems became 
clear. Always when having and interchanging of the person are important, it became clear. The 
booklet which utilizes the result of investigation was made.
It is purpose of project of this year to utilize the booklet effectively, to feed back the result of 
investigation. You think that that, is connected to the improvement of “self-help power” and “the 












　　開催日：2013 年 5 月 18 日（土）
　　開催場所：八木山市民センター


























　　①　2013 年 7 月 13 日　第 1 回例会 ②　2013 年 10 月 26 日　第 2 回例会













３ ) 　2012 年度制作 冊子『みんなで考えよう！』に関するアンケート調査
（１）　調査対象者
　　（ 2012 年度制作冊子「みんなで考えよう！」と質問紙配布）
　　・ 2013 年 12 月「東日本大震災による健康問題や医療に関する調査」において 
「今後協力してもよい」と回答し住所や名前を記載した方 82 件へ郵送した。
　　・「地域防災シンポジウム」（ 2013 年 12 月 7 日）開催時に 60 通配布した。



















203 通配布した。配布した 203 通の内，回収できたのは 94 通（回収率 46.3%）であった。
①　対象者の背景
対象者の背景（図 1・図 2 参照）は，男女比は男性 58％，女性 42％であり，やや男性の
ほうが多かった。
年齢別では 70 歳代が 43％と最も多く，40 歳代・50 歳代・60 歳代・80 歳以上の年代は
10％台，20 歳未満・20 歳代・30 歳代は 1 ～ 3％であった。
したがって，70 歳代以上の回答者が約 6 割を占めることとなった。
②　『みんなで考えよう！』の 5 段階評価
冊子『みんなで考えよう！』の評価（図 3-1・図 3-2 参照）は，14 項目の質問中，『現実
的な内容である』95％，『文字は読みやすい』94％，『自分はどうかと考えるきっかけにな






































































































































































































































































リスト〝我が身・我が家の my リスト＂（図 4 参照）を考案した。
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